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１． はじめに 
山口３２ｍ用６．７ＧＨｚ受信システムの単体試験を、臼田観測所内で行った。６．７Ｇ

Ｈｚ受信システムは６．７ＧＨｚアンプ（6.7G-AMP）と６．７ＧＨｚ周波数変換機

（6.7G-CV）からなる。 
 
２． ６．７ＧＨｚ周波数変換機（6.7G-CV） 

 
写真１．6.7GHz 受信システム 

下の箱が６．７ＧＨｚ周波数変換機（6.7G-CV）、上に載っているアルミケースが６．７Ｇ

Ｈｚアンプ（6.7G-AMP）。6.7G-CV は標準ラックサイズ。前面にコネクタが３個あり、左

から受信号入力部（ＲＦ－ＩＮ）、中間周波数出力（ＩＦ－ＯＵＴ）、１０ＭＨｚの参照信

号入力。アンプの電源は周波数変換機（背面）から供給する。 
 
２－１． 6.7G-CV の帯域特性 

  無入力の状態で０－４８０ＭＨｚ程度のノイズフロアを持つ。 
２－２． 6.7G-CV 参照信号 

１０ＭＨｚのリファレンス信号強度は０ｄＢｍである。＋１０ｄＢｍでは強すぎてロ

ックしない。マニュアルでは０～＋５ｄＢｍとの指定がある。ただし－２０ｄＢｍでもロ

ックした。 



 
３． ６．７ＧＨｚアンプ（6.7G-AMP） 

アンプは常温で使用する。フィルタ、アイソレータとともにアルミケースに入っており、

電源は 0V, +15V 端子で外から供給する。この電源部を改造し、ＳＭＡ（またはＢＮＣ）コ

ネクタで電源供給できるようにした。工作は臼田の山田さん。 

 

写真２．6.7G-AMP 
 
４． 接続試験 
  6.7G-AMP と 6.7G-CV を接続して動作試験を行った（図１）。6.7G-AMP 入力部には

ノイズソース（ＨＰ３４６Ｃ）＋１０ｄＢアッテネータを接続した。 
 
４－１．この状態で 6.7G-AMP の電源を入れると、6.7G-CV では過入力となり、出力信号

が歪む。（図２） 
 
４－２．適正入力となるためには、6.7G-AMP と 6.7G-CV の間に１０ｄＢ程度のアッテネ

ータを入れる必要がある。今回の測定では、２０ｄＢのアッテネータを入れて測定を行っ

た。この状態の 6.7G-CV 出力スペクトルを図３に示す。信号帯域は１６８ＭＨｚ±２０Ｍ

Ｈｚ（ＲＦでは６６６８ＭＨｚ±２０ＭＨｚ）である。6.7G-CV のノイズフロアが５００

ＭＨｚと広く、レベルも高いので、全検波によるシステム雑音測定などでは注意が必要で

ある。 
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写真 3．測定セットアップ全景 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１．接続図 
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写真４．アンプ周辺の接続 

 
６．受信機雑音温度 
  ノイズソースをＯＦＦした状態（NS-OFF）とＯＮした状態（NS-ON）のスペクトル

を図４に示す。両者の差もあわせて示している。１６８ＭＨｚ（ＲＦでは６６６８ＭＨｚ）

では、差は３．３ｄＢである。 
 受信機雑音温度 RXT を次の手順で計算する。NS-OFF での雑音温度は 
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すなわち、ノイズソースＯＦＦ状態でも入力が５０Ω終端なので２９０Ｋ相当の入力があ

る。いっぽう NS-ON での雑音温度は 
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である。両者の比＝３．３ｄＢより 
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であり、これから RXT ＝298 [K] を得る。               ＝＝以上＝＝ 
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